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平成２５年５月１５日

平成25年度第平成25年度第平成25年度第平成25年度第２２２２回定例記者会見開催回定例記者会見開催回定例記者会見開催回定例記者会見開催のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ

日時日時日時日時：：：：平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年 ５５５５月月月月２２２２２２２２日日日日（（（（水水水水））））１１１１１１１１：：：：００００００００～～～～１２１２１２１２：：：：００００００００

場所場所場所場所：：：：豊橋技術科学大学事務局豊橋技術科学大学事務局豊橋技術科学大学事務局豊橋技術科学大学事務局３３３３ＦＦＦＦ 大会議室大会議室大会議室大会議室

＜＜＜＜記者会見項目予定記者会見項目予定記者会見項目予定記者会見項目予定＞＞＞＞

①①①①東海地区国立大学法人初東海地区国立大学法人初東海地区国立大学法人初東海地区国立大学法人初：：：：デザイナーデザイナーデザイナーデザイナー髙橋正実髙橋正実髙橋正実髙橋正実さんとさんとさんとさんと顧問顧問顧問顧問デザイナーデザイナーデザイナーデザイナー契約契約契約契約

をををを締結締結締結締結（（（（別紙別紙別紙別紙１１１１参照参照参照参照））））

②②②②全国初全国初全国初全国初のののの試試試試みみみみ：：：：下水処理場下水処理場下水処理場下水処理場でトマトづくりでトマトづくりでトマトづくりでトマトづくり ～～～～大村秀章愛知県知事大村秀章愛知県知事大村秀章愛知県知事大村秀章愛知県知事をををを迎迎迎迎えてえてえてえて

「「「「豊川豊川豊川豊川バイオマスパークバイオマスパークバイオマスパークバイオマスパーク」」」」トマトトマトトマトトマト収穫記念式収穫記念式収穫記念式収穫記念式をををを開催開催開催開催～（～（～（～（別紙別紙別紙別紙２２２２参照参照参照参照））））

③③③③ＪＩＡＪＩＡＪＩＡＪＩＡ東北住宅大賞奨励賞受賞東北住宅大賞奨励賞受賞東北住宅大賞奨励賞受賞東北住宅大賞奨励賞受賞「「「「白鷹白鷹白鷹白鷹のののの家家家家」」」」（（（（別紙別紙別紙別紙３３３３参照参照参照参照））））

④④④④豊橋市花園町豊橋市花園町豊橋市花園町豊橋市花園町のののの空空空空きききき店舗改修店舗改修店舗改修店舗改修プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト「「「「花園花園花園花園ベースベースベースベース」」」」（（（（別紙別紙別紙別紙４４４４参照参照参照参照））））

⑤⑤⑤⑤本学編集本学編集本学編集本学編集「「「「技術技術技術技術をををを創創創創るるるる－－－－知知知知のののの本流本流本流本流からのメッセージからのメッセージからのメッセージからのメッセージ－」－」－」－」出版記念出版記念出版記念出版記念シンポシンポシンポシンポ

ジウムジウムジウムジウム：：：：先進的研究者先進的研究者先進的研究者先進的研究者、、、、先進的経営者先進的経営者先進的経営者先進的経営者・・・・起業家起業家起業家起業家をををを講師講師講師講師にパネルにパネルにパネルにパネル討論等討論等討論等討論等

（（（（別紙別紙別紙別紙５５５５参照参照参照参照））））

⑥⑥⑥⑥次回次回次回次回のののの定例記者会見定例記者会見定例記者会見定例記者会見のののの開催開催開催開催についてについてについてについて（（（（別紙別紙別紙別紙６６６６参照参照参照参照））））

＜＜＜＜本件連絡先本件連絡先本件連絡先本件連絡先＞＞＞＞

総務課広報係 山内総務課広報係 山内総務課広報係 山内総務課広報係 山内・・・・岡崎岡崎岡崎岡崎・・・・小島小島小島小島

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509



＜別紙１＞ 
 

平成２５年 ５月１５日 

 

東海地区国立大学法人初 

デザイナー髙橋正実さんと顧問契約を締結【ご本人出席予定】 

  

 ＜顧問契約を結ぶこととなった経緯＞ 

   学長補佐で情報・知能工学系中内茂樹教授が４

年前に東京で開催したユニバーサルデザインに関

するシンポジウムに髙橋さんを講師として招いたこ

とから豊橋技術科学大学と髙橋さんとの関係が始

まりました。その後、日本のものづくりを応援する髙

橋さんの協力を得て、「技術を究め、技術を創る」を

使命とし技術者を創出する本学の魅力をよりアピ

ールしていくことで両者の意見が一致しました。そ

のコラボレーション第１弾として、昨年（平成24年）

には、髙橋さんのデザインによるエコバッグを作成

し、好評を得ました。 

   このコラボレーションを継続的に進め、本学の魅力をデザインの視点からあらためて見つめ

直し、発信することで本学のさらなるブランディングを進めていくため、この度、豊橋技術科学

大学と高橋正実さんの間で顧問デザイナーの契約を結ぶこととなりました。 

＜顧問契約で行うこと及びその効果＞ 

  ■オープンキャンパスへ向けてのエコバッグ制作 

  ■東三河地域の企業とのノベルティグッズ制作 

  ■本学の魅力を高める為の、広報支援及びクリエイティブ面でのコンサルティング 

主に上記３点に取組み、本学オリジナル、地元企業とコラボレーションしたノベルティグッズを

作成し、各グッズを通じた本学プレゼンスの向上、本学デザインを体系的・統一感のあるものに

することで本学の持つイメージを学内外に浸透させ、本学プレゼンスの向上を図ることを目指して

います。 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Ｐｒｅｓｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

豊橋技術科学大学は東京スカイツリーのエレベーター内装デザインや、スガキ

ヤ「ラーメンフォーク」のデザインで著名な、髙橋正実さん（MASAMI DESIGN：マサ

ミデザイン）と顧問デザイナー契約を締結し、日本のものづくりを応援する、髙橋さ

んとのコラボレーションにより、「技術を究め、技術を創る」を使命とする本学の魅

力を、より広くアピールしていきます。 



 

 

髙橋正実（たかはし まさみ）さんの紹介 

＜プロフィール＞ 

クリエイティブディレクター・アートディレクター・デザイナー 

（MASAMI DESIGN代表） 

MASAMI DESIGN http://www.masamidesign.co.jp/ 

コンセプトワークを得意とするところから、グラフィック、パッケージ、

プロダクト、空間、科学研究分野、ブランディング、コンサルティング、

地域開発、執筆等多岐に渡り、分野を超えたスタイルで仕事を行っ

ています。 

 

＜主な実績＞ 

【東京スカイツリーエレベーター基本コンセプト構築及び内装デザイン】 

東京の新名所「東京スカイツリー」。

その「天望デッキ」へ続くエレベータ

ーの基本コンセプトの構築と内装デ

ザインを手掛けた髙橋さんは、多数

のテレビやラジオ番組に出演されて

います。 

 

【ラーメンフォーク】 

名古屋のご当地ラーメンともいわれる、ラーメンチェーン店「スガキヤ」で愛用され

ている食器。アメリカのニューヨーク近代美術館（ＭｏＭＡ）のミュージアムショップ

で販売されており、人気商品の１つとなっています。 

 

【成田国際空港第一旅客ターミナルビル中央ビル空間デザイン】 

北ウイング側の30メートルの壁面、南ウイング側の30

メートルの壁面に、金箔・銀箔が施された美しい金魚

が描かれています。これらは成田国際空港内で最も

巨大なデザイン・アートワークとして、日本の玄関口を

華やかに彩っています。 

 

 

本件に関する連絡先 

担当者 総務課長  TEL:0532-44-6501 

広報担当：総務課広報係 岡崎・小島 TEL:0532-44-6506 



＜別紙２＞ 

※新聞：５月２３日 朝刊以降 解禁 

※インターネット：５月２３日 午前６時以降 解禁 

 

 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２５年５月１５日 

 

 
 
＜トマト収穫記念式概要＞ 

１ 目 的 
先進的な実験を行う「豊川バイオマスパーク」を広く周知する。 

 
２ 主催 国立大学法人 豊橋技術科学大学 

共催 愛知県、公益財団法人愛知水と緑の公社 
 
３ 日時 

平成２５年６月１０日（月）１４時００分から１５時００分まで〔雨天実施〕 
 
４ 場所 

愛知県豊川浄化センター敷地内（豊橋市新西浜町１番３） 
 
５ 式典プログラム 
（１）主催者等あいさつ 
（２）トマトカットおよびトマトかぶりつき 
（３）実験施設説明及び施設説明案内 
 

本件に関する連絡先 

担当者 総務課長  TEL:0532-44-6501 

広報担当：総務課広報係 岡崎・小島 TEL:0532-44-6506 

下水処理場でトマトづくり！！ 

大村秀章愛知県知事を迎えて 
「豊川バイオマスパーク」トマト収穫記念式を開催します 

 

記者会見前後の時間を使い、本事業の研究代表者である本学 環境・生命工学系 大門

准教授への個別取材も受け付けますので、ご希望の場合は下記担当までご連絡下さい。 



豊川バイオマスパーク構想＠下水処理場

CO

電気および熱を
システム全体で利用

下水処理場
発電 植物工場化を

CO2

太陽光発電
風力発電

連携

CH4 

発電 植物工場化を
目指した

グリーンハウス

食品 場

様々なバイオマス汚泥

メタン発酵

バイオガス 新鮮CO2溶解水

食品工場

重金属回収

消化液

ガス精製
CO2溶解

水熱処理 海藻工場
食品

消化液 2溶解

固液分離

残さ

廃液
加工食品

グリーンハウス

市民農園
（野菜・果物）

リン肥料吸引式堆肥化装置

残さグリ ンハウス
海藻工場
市民農園 モデルの提示と社会システム創造

＊バイオマスとは？・・・動植物から生まれた再生可能な有機性資源のこと（家畜排せつ物、生ゴミ、木くずなど）
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  白鷹の家は、山形県西置賜郡白鷹町に建てられた、南面に木製建具による全面開口を

設け、敷地の立地特性である美しい眺望を建物内に取込んだ住宅です。 
渋谷助手の研究テーマである、建築の持続可能性や建築のエイジング、伝統技術や新

素材の活用に関して、これまでの知見をもとに具現化した住宅であり、機械任せのエコ

ではなく、人々に愛され長く使ってもらうことを目指しています。人が建築に関わるよ

うな仕組みづくり、自然通風・自然採光など、立地場所の気候風土を最大限活用した建

築の在り方をローコストなエコハウスのモデルとして提案しています。 
これまでに、グッドデザイン賞や日本建築学会東北建築賞作品賞、日本建築学会作品

選集 2012 など、多数の賞を受賞しています。 
 

＜表彰概要＞ 

    ＪＩＡ東北住宅大賞は、東北６県に造られた住宅を対象とし、デザイン・性能・工法

等において、東北の景観と環境に根ざした優れた住宅を設計した建築家（設計者）と施

主・施工者を顕彰するものです。 

   2012年 11月に青森市 「ねぶたの家 ワ・ラッセ」において、古谷誠章早稲田大学教

授（審査委員長）、五十嵐太郎東北大学教授の２名の審査員により公開にて一次審査が行

われ、８つの作品が二次審査に進出し、2013年３月に二次審査として現地審査が実施さ

れました。 

 

＜受賞名・作品＞ 

  【奨励賞】「白鷹の家」（しらたかのいえ） 
所在地：山形県西置賜郡白鷹町 
設計者：渋谷 達郎 
（アーキテクチュアランドスケープ一級建築士事務所／豊橋技術科学大学） 
施工者：丸ト建設（株） 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

担当者 総務課長  TEL:0532-44-6501 

広報担当：総務課広報係 岡崎・小島 TEL:0532-44-6506 

ＪＩＡ東北住宅大賞奨励賞受賞 
「白鷹の家」 

 

建築・都市システム学系渋谷助手が設計した住宅が 

JIA東北住宅大賞奨励賞を受賞しました。 
 

建築・都市システム学系 渋谷助手への個別取材も受け付けますので、ご希望の場合は 
下記担当までご連絡下さい。 
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平成２５年５月１５日 

 

 

 
  建築・都市システム学系渋谷助手と建築・都市システム学系で学ぶ学生が中心と

なって組織する建築サークルでは、セルフビルドによる改修計画を進めています。 

この度、あいちモリコロ基金の助成を受け、まちなか再生プロジェクトとして取り

組んでいる空き店舗の改修が本格化します。 

 

「花園ベース：HANACOYA」と名付けたその場所は、７月のオープンに向け、地域の

拠り所となる、誰でもいつでも気軽に利用できる「街の縁側」のような場所を目指し

ています。 
昼間はコミュニティカフェ、夜間はコラーニングスペースとして活用予定です。 

 

＜あいちモリコロ基金 平成25年度展開期活動＞ 

○団体名 

豊橋技術科学大学建築サークルＴＹＡＣＣ（協働先：花園商店街振興組合） 

○活動分野 

  まちづくりの推進を図る活動 

○活動テーマ 

ＣｏＬｅａｒｎｉｎｇ Ｓｐａｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ ～みんなのまちの居場所～ 

 

【参考】あいちモリコロ基金 

    http://morikorokikin.jp/index.html 

 

本件に関する連絡先 

担当者 総務課長  TEL:0532-44-6501 

広報担当：総務課広報係 岡崎・小島 TEL:0532-44-6506 

豊橋市花園町の空き店舗改修プロジェクト 
「花園ベース」 

 

建築・都市システム学系渋谷助手と本学建築サークルによるプロジェクト 

「花園ベース」が、あいちモリコロ基金の助成を受けて本格化します。 

建築・都市システム学系 渋谷助手への個別取材も受け付けますので、ご希望の場合は 
下記担当までご連絡下さい。 

http://morikorokikin.jp/index.html�


Program

開会 13:30 ： 主催者挨拶  榊 佳之  豊橋技術科学大学 学長

「科学と技術と芸術と…未来創造の鍵」

コンサート

対  談

藤原  洋氏
（株）ブロードバンドタワー
代表取締役会長

榊  佳之
豊橋技術科学大学
学長

ビッグ対談とコンサート  13：35 ～ 14：45ビビ第1部

第2部

第3部

◎ モデレーター　 榊　佳之 豊橋技術科学大学 学長

◎ 話題提供　１． 藤嶋　昭氏  東京理科大学 学長
　　　　　　 ２． 吉野　彰氏  旭化成（株） フェロー

◎ パネリスト（著者等）
　 安西祐一郎氏  （独）日本学術振興会 理事長、前慶應義塾長
　 飯島澄男氏  名城大学大学院 教授
　 榊　裕之氏  豊田工業大学 学長
　 中村道治氏  （独）科学技術振興機構 理事長
　 藤嶋　昭氏  東京理科大学 学長
　 藤原　洋氏  （株）ブロードバンドタワー 代表取締役会長
　 吉野　彰氏  旭化成（株） フェロー

『技術を創る』
パネル討論  16：15 ～ 18：10

ト

「豊橋技術科学大学の挑戦」
１．「異分野融合による革新的未来技術の創造」 　石田　誠 副学長・教授 エレクトロニクス先端融合研究所 所長
２．「イオンイメージング技術が拓く異分野連携」　澤田和明 教授
３．「質感脳情報学とその応用」　　　　　　　　 中内茂樹 教授
４．「第４世代モビリティ：電化道路と電気自動車」  大平　孝 教授
５．「夢の薬ＲＮＡを創り造る」　　　　　　　  　菊池　洋 副学長・教授

最新の研究ハイライト  15：00 ～ 16：00

ピアノ演奏
山岸 ルツ子氏
Ｆ．ショパン
「英雄」ポロネーズ
変イ長調 op.53   他

独唱
李  宗潤氏
Ｒ．ワーグナー
タンホイザーより「夕星の歌」
他

国立大学法人豊橋技術科学大学
総務課（記念シンポジウム担当）

TEL  0532-44-6504　FAX  0532-44-6509
E-mail   somsom@office.tut.ac.jp
URL  http://www.tut.ac.jp/create_technology_symposium/  （プログラム・申込書掲載）

申し込み

藤嶋  昭氏
東京理科大学 学長

吉野  彰氏
旭化成（株） フェロー

榊  佳之
豊橋技術科学大学 学長

安西祐一郎氏
（独）日本学術振興会 理事長、
前慶應義塾長

飯島澄男氏
名城大学大学院 教授

榊  裕之氏
豊田工業大学 学長

中村道治氏 
（独）科学技術振興機構
理事長

シンポジウム
開催日 ： 平成25年7月26日㊎ 13：30 ～ 18：10

会　場 ： 慶應義塾協生館藤原洋記念ホール
                      （〒223-8526 神奈川県横浜市港北区日吉4-1-1）

主　催 ： 国立大学法人豊橋技術科学大学
【参加費】  無料　【定員】  400名

豊橋技術科学大学出版記念

発行：日経BPコンサルティング

藤原  洋氏
（株）ブロードバンドタワー
代表取締役会長

＜別紙５＞



＜別紙６＞ 
※下線部は以前の連絡からの変更箇所を示す 

 

平成２５年度 定例記者会見日程予定 

 

  第１回  平成２５年 ４月１７日（水）１１：００～ 

  第２回  平成２５年 ５月２２日（水）１１：００～ 

  第３回  平成２５年 ６月２０日（木）１１：００～ 

  第４回  平成２５年 ７月２４日（水）１１：００～ 

  第５回  平成２５年 ８月１５日（木）１１：００～ 

  第６回  平成２５年 ９月１８日（水）１１：００～ 

  第７回  平成２５年１０月１６日（水）１１：００～ 

  第８回  平成２５年１１月２０日（水）１１：００～ 

  第９回  平成２５年１２月１８日（水）１１：００～ 

  第 10 回 平成２６年 １月２２日（水）１１：００～ 

  第 11 回 平成２６年 ２月１９日（水）１１：００～ 

  第 12 回 平成２６年 ３月１９日（水）１１：００～ 

 

 場所はすべて本学大会議室（事務局３階）を予定しています。場所、

日程は現時点での予定であり、都合によって変更の場合があります。定

例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。 

                             以上 
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